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総社市感染症専門家会議総社市感染症専門家会議

森
下
　
竜
一

　大阪大学大学院寄付講座教
授。総社市出身で、新型コロ
ナウイルスの DNA ワクチン
開発に取り組んでいる。

今
井
　
博
之

　倉敷市連合医師会副会長。
1998 年、倉敷市にイマイク
リニックを開業。地域に密着
した医療を提供している。

藤
村
　
隆

　岡山県備中保健所長。感染
者発生時の対応などについ
て、体制を整備。市と協力し
て感染症対策を進める。

菅
波
　
茂

　認定特定非営利活動法人
AMDA代表。災害や紛争発生
時などには、医療・保健衛生分
野で国際的に支援活動を実施。

平
田
　
早
苗

　川崎医科大学附属病院感染
管理室看護師長。院内におけ
る感染症対策において、中心
的役割を務める。

橋
本
　
徹

　倉敷中央病院臨床検査・感
染症科主任部長。呼吸器一般、
呼吸器感染症を専門とし、院
内でも感染症対策を推進。

頼
藤
　
貴
志

　岡山大学大学院医歯薬学総
合研究科疫学・衛生学分野教
授。疫学・公衆衛生学分野な
どで幅広く研究を行う。

上
山
　
伸
也

　倉敷中央病院臨床検査・感
染症科医長。新生児から高齢
者まで、あらゆる感染症の診
療・対策を行っている。

那
須
　
保
友

　国立大学法人岡山大学理
事・副学長。岡山大学大学院
医歯薬学総合研究科教授とし
ても活躍している。

髙
杉
　
尚
志

　吉備医師会感染症対策委員
会委員長。「子どもの健康と
幸せを実現する小児医療」を
理念に掲げ、幅広く活躍中。

平
川
　
秀
三

　吉備医師会会長。2019 年
6 月から現職を務める。1996
年、総社市久代に平川内科ク
リニックを開業。

松
山
　
正
春

松
山
　
正
春

　岡山県医師会会長。2018 年
６月から現職を務める。日本
医師会理事、岡山県感染症対
策委員会会長としても活躍。

　長崎大学熱帯医学研究所
教授。医学・国際保健学を
専門とし、感染症疫学など
の研究を推進している。総
社市感染症専門家会議座長。

　市では昨年３月以降、５回に渡り総社市感染症専門家会議を開催していま
す。クラスター発生時の対応やワクチン接種についてなど、新型コロナウイ
ルス感染症対策で直面した課題について協議。感染症の専門家や医療関係者
にアドバイスをいただき、施策に反映させています。
　３月 15日現在、専門家会議は下記メンバーと市長で構成されています。
問い合わせ　新型コロナウイルス感染症対策室（☎92 8259）

独自の感染症対策モデル構築を目指す独自の感染症対策モデル構築を目指す 山
本
　
太
郎


